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エナジーエッセンス：野ばら
クリスタルエッセンス：赤ジャスパー、オウドウ鉱、藍
晶石、ガーネット、紅鉛鉱、閃亜鉛鉱、銀、亜鉛、銅

Immunic C は免疫システムの栄養と回復を目的とした
製品です。免疫システムの活用化に効果があるビタミンC
を、酸化プロセスを通さず体内に直接届ける働きを持っ
ています。特別結晶方の結果、本エリキシルはアスコルビ
ン酸またはビタミンCの自然特性および可能性を保持し
ます。
通常の方法でビタミンCを摂取する場合、ビタミンCは内
部に到達する前にすでに破壊されてしまいます。それど
ころか、破壊過程でビタミンCを摂取すると体にとって有
害にさえなります。ビタミンCを摂取する唯一の方法は、
ビタミンCの自然な状態（たとえばレモン）を、茶に含ま
れているタンニンと混ぜ合わせることです。しかし自然の
ジュースは唾液を生成する以外に何の効用もないので、
ビタミンCの摂取にレモンジュースなどを飲むことは役に
立ちません。
世界では長い間、ノーベル賞受賞者ライナス・ポーリング
のアイディアが支持されていました。アメリカ人はそのア
イディアをもとにビジネスを始めました。その結果、全世
界でビタミンCと呼ばれている化学物質が現在どれだけ
使用されているか想像することさえ困難です。これらの
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物質は、多くの場合、免疫システムを復元するのではな
く、破壊させてしまうのです。ビタミン剤を生産する医薬
品業界が作ったビタミンCという化学物質は、免疫システ
ムに害を与える物質であるとしか考えられません。
Immunic C の開発中、身体に摂取させ、内臓に運ぶ化
学結合が存在しているというポーリング氏のアイディアを
実現するという課題がありました。ポーリング氏のアイデ
アは当然のことながら独特のものでした。しかしそのアイ
ディアは、ビタミンCの消費という世界的な商用的詐欺へ
と変わってしまいました。今日、化学物質であるビタミン
C摂取の危険性が明らかになりましたが、ビタミンC摂取
の必要性を忘れてはいけません。
体内にビタミンCを摂取させるだけではなく、細胞に直
接運ぶために、ビタミンCの構造を保持することができ
れば比例のない結果を達成できます。そのビタミンCの
構造の保持は、新しい蒸留工程と錯体結晶の天然化合
物によって可能です。
エリキシル Immunic C は共鳴によって影響を与える複
雑な化学式の物質です。効果は臨床検査で証明されま
した。





エリキシル Immunic C の基本成分は野ばらです。野
ばらのエリキシルは、分泌にさまざまな影響を与える効
果によるものです。しかし、栄養と外部錬丹術の位置から
見れば、松果体そして松果体によって生産されるホルモ
ンのメラトニンに関して、野ばらの作用を強調することが
重要です。メラトニンはホルモン器官の全グループ（下垂
体、甲状腺、副腎皮質）細胞に影響を与えるものです。つ
まり、エリキシルはこのホルモンの「栄養」なのです。
Immunic C はすべての疾患の予防のために摂取する
ことができます。おそらく本製品は癌の場合でも使用で
きる重要な製品と言えるでしょう（臨床試験は未完了）。
細胞内（特にミトコンドリア内）で、人間にとって基本とな
るエネルギーの吸収が行われており、そのために酸素
が必要になります。ビタミンCの吸収には細胞核に高周
波共鳴を起こすという細胞核内プロセス、いわゆる小胞
体プロセスが必要です。このプロセスがホルモンの合成
を促進させます。
言い換えると、細胞は緊張と細胞内圧によって酸化し、
エネルギーを吸収することができます。 Immunic C が
含まれている鉱物結晶格子を利用して深い吸収を始め
るので、細胞に侵入すると、酸化プロセスなしで吸収でき
るようになります。その結果、必要なエネルギーを体内に
送ることができます。
人々が多量に野菜や果物を食べたからといって、免疫シ
ステムを強化することにはなりません。消化しにくい食品
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をたくさん食べる人々のように、単に免疫シス
テムを激しく抑制しません。消化しにくい食品
には、より多くの酸素、そして遊離ラジカルによ
る酸化プロセスの拡大が必要です。
人間の栄養プロセスは生化学の視点から見
ると簡略化されています。このプロセスでは個
人的な性質と居住場所が考慮されていない
ことがしばしばあります。今日、身体の機能を
維持を可能にする内部応力によって消化され
る振動パターンを導入することが重要です。こ
の身体の機能は、単純な食べ物の消化による
維持が効果的ではないホルモンシステムに関
係しています。ホルモンシステムにとって重要
なのは、通常のカロリーで計算されているの
ではなく、ボルト、もしくはヘルツで計算される
食品の調性および共鳴です。
ビタミンが持つ波動、または各ビタミンに支え
られている圧力に関する理解は、真の飛躍を
与えます。例として、独特な振動方向があるビ
タミンAやビタミンEのような複雑なビタミンを
考えてみましょう。これらをビタミンとして見な
してはいけません。そのビタミンは振動グルー
プなのです。
ビタミンのアイデアを一般視点から判断する
のは危険です。頭が混乱するからです。たとえ
ばビタミンC は強力な抗酸化物質と述べても

（著者も同意見ですが）、誰もこれを実現する
複雑な技術を説明できていません。どのよう



にこのプロセスが循環するべきか、標準的な
パラメータで示しています。ビタミンCは、他に
抗炎症および抗アレルギー効果があるという
こと、ウイルスや細菌から保護しているという
事実は、実際のプロセスの発生とは違うので
はないかと考えさせます。
人間の身体では、視床下部が多くのプロセス
をコントロールしています。したがって、食べる
ものと身体内プロセスコントロール形成との
間の干渉に違いないはずです。しかし、人間
の身体には、コントロールされていないプロセ
スが多く、視床下部とビタミンCの関係を研究
するのは大変困難です。
実際には私たちの身体には複数の栄養源が
含まれており、これは大変興味深いことです。
たとえばビタミンAは呼吸ソースに関連付けら
れており、 ビタミンE は腹膜（腹部の呼吸ゾー
ン）の内側の領域と関連していて、ビタミンC
は単に胃に関連しています。正確には、脳内
に反映される胃内分泌系の反応に関連して
います。そして合成された化学物質のビタミン
Cのトリックはその関連に基づいて作られ、健
康用医薬品として人気を集めているのです。
ビタミンCの服用の際、まず自然で合成された
ビタミンCと合成ビタミンCの間に違いはない
と言えます。胃が応答して脳に命令を与え、脳
が消費するように命令を与えます。製品が自
然物である場合には、それらが栄養になりま



すが、そうではない場合、ストレスが発生し、このビタミン
Cを探して生産し始めるのです。ここで問題点が一つあり
ます。私たちの身体の内部システムにマイナスの影響を
与える化学化合物ができるということなのです。ですか
ら、レモンを見て唾液を出し、ビタミンCを想像させた方
が体に良いのです。より多くの利益になります。
エリクシル Immunic C は「ダイレクト」な栄養源である
ため、複雑な栄養プロセスに関連するすべての一時的な
異常を回避することを可能にする重要な特質を持って
いる製品です。



Immunic C エッセンスのアスコルビン
酸（ビタミンC）の含有量の分析から、同
類の食品サプリ、すなわち野バラアルコ
ールチンキよりもビタミンCの含有量が
高 いことがわかりました。欧 州 薬 局 方 
Ph.Eur.2.2.29 標準 HPLC 法による製品の
分析によると、 1,94 mg/ml のビタミンC
濃度は通常の野バラチンキのアスコルビ
ン酸の20倍となっています。

ビタミンCの含有量



毒性
Immunic C は、重金属の含有量を含む食品の安全性
基準に関するブルガリアおよびヨーロッパの健康保護要
件をすべて満たしています。重金属とは、水銀Hg、カドミ
ウムCd、亜鉛Zn、鉛 Pb 等です。これらの重金属の含有
量はすべて、 2,5(Cd)、5,0(Hg)、19,2(Zn) のように、食
品やサプリメントの含有許容量以下で登録されていま
す。その他の毒性元素であるマンガンMnは、必要基準
である61％以下の量で当製品に含まれています。身体
に必要とされている毒性が低い元素、つまりクロムCrと
銅Cuの含有量は含有限界値の23倍以下です。カリウム
Kの高い含有量は、神経インパルスの伝導への影響の
観点から、製品の優れた長所となっています。
Immunic C の1日の推奨摂取量は許容量より 1,000
〜 10,000 倍以下でそれらの金属を含んでおり、毒性の
観点から当製品の完全な安全性を保証します。



№ 金属
Immunic C 

濃度
（mg/kg）

1日の Immunic C 推
奨摂取量:

5 滴（ 0.2ml）
（mg/kg）

許容量（mg/kg）ま
たは1日の最大摂

取量（mg ）

1 鉛                     Pb 0, 18 0, 000032 0, 20 mg/kg

2 カドミウム    Cd 0, 02 0, 000003 0, 05 mg/kg

3 水銀              Hg 0, 01 0, 000001 0, 05 mg/kg

4 銅                    Cu 0, 22 0, 000039 5, 00 mg/kg

5 クロム            Cr
（三価)

0, 44 0, 000078 0, 50 mg/kg

6 亜鉛               Zn 0, 52 0, 000093 10, 00 mg/kg

7 鉄             Fe 3, 06 0, 000544 15, 00 mg

8 マンガン      Mn 2, 44 0, 000435 4, 00 mg

9 ナトリウム    Na 7, 91 0, 001409 N/A

10 カリウム        K 2089,18 0, 371874 N/A





錬丹術  

錬丹術においてエリキシルは体内の様々なプロセス、つ
まり高エネルギー栄養の吸収あるいは接種を妨害する
プロセスを安定化させる栄養の一種です。錬丹術システ
ムにおいて支援的役割を果たしています。ヨガのシステ
ムでは、エリキシルが体のさまざまな問題を解決するこ
とができます。
エリキシルの重要性は、内分泌腺の維持、つまりホル
モン素性の調節にあります。私たちの体は、いかなる時
にも脳の指令によって管理されているので、エリキシル
Immunic C の服用の管理とトレーニングは錬丹術の
一部となります。
エリキシル Immunic C は、主に身体の調節剤と安定
剤であり、それは錬丹術のベースとして考えられていま
す。錬丹術の目的は、DNA鎖を強化する方法で、脳の活
性化および調整なしでその方法を理解することはできま
せん。





製品の特徴
エリキシル Immunic C の特徴は、アスコルビン酸の自
然保持です。エリキシルは人間の身体のエネルギーを充
電し、よりよい調子にさせるようなエネルギー電荷を含ん
でいます。
Immunic C は、身体の防御反応を形成するように設計
された胸腺および他の内分泌腺に栄養効果を有してい
ます。もう一つの特徴は、エリキシル製造フェーズにおい
て使用される活性アルコール防腐剤の使用です。
Immunic C の非常に重要な特徴は、身体の内分泌腺
と係合するときのみ働きを開始する100％消化性薬剤で
す。また、脳と胸腺において、エリキシルと共振の存在の
活動がある証拠として、エリキシルは副腎皮質と脳に栄
養を与えています。
ビタミンを服用する際、その影響は人間の脳と薬剤の品
質に依存します。抗酸化に接続する脳の能力こそが結果
につながるのです。脳とビタミンCの振動が共鳴を起こさ
ない場合、ビタミンは内部に侵入することができず、身体
から反応を得ることができません。身体と脳が適切にそ
れに反応することがエリキシル Immunic C の最も重要
な特徴なのです。
意図的にその摂取のメカニズムを理解していない場合、
薬剤が酸化防止剤になることはないかもしれません。こ
れが最も重要で最も複雑なのです。したがって、現在の
医学で使用されているすべての効果的な免疫支援メカ
ニズムは静脈内注射によって実施されるものになります。





Immunic C は、その容器となりビタミンを保存するミネ
ラル添加物を介してこれらの問題を対処します。ビタミン
Cは、免疫システムに共鳴する特定の振動パターンとなり
ます。そのパターンとの共鳴を設定する必要があり、ミネ
ラル・コンテナーは共鳴を設定する働きという点でエリキ
シルの重要な成分となります。
我々のシステムの正常な状態では、単に反応し、必要な
振動を生成します。特定のビタミンの消費により身体が
共鳴し、特定の振動を開始するということはその例です。
この振動が作動しない場合は「不共鳴反応」が起こりま
す。つまり、体がビタミンを吸収できないか、酸化による多
くの単純な処理によるストレスとなるのです。「不共鳴反
応」が起きた場合、細胞内で遊離ラジカル、または制御
不能なエネルギーを生成してしまう状況が起こって悪化
します。
エリキシル Immunic C の効果は、DNA鎖の強化、細胞
膜の栄養、血管の強化を目的としています。そして最も
重要な効果とは、免疫応答と呼ばれている不要なプロ
セスに対する身体反応の形成です。その効果は脳から送
られた指令によってすべての体に影響を与えます。です
から、エリキシルの服用方法にはご注意ください。



現在、ビタミンCが人間の身体に非常によいということ
は科学的に証明されていますが、その効果は細胞にビ
タミンCを直接摂取できる場合のみです。自然の果物を
食べることによってそのような効果は得られません。です
から、血液自体が防腐剤になり輸送手段であるビタミン
Cの静脈内投与法というアイデアは論理的ではあります
が、まだ然るべき臨床試験はありません。
エリキシル Immunic C の課題は、次の仮説を結合さ
せることです。第1の仮説はビタミンCの生産です。生産
の場合、慎重かつ長い時間をかけて製品からビタミンC
を「吸出」しなければなりません。製品の材料として野ば
らを使います。野ばらは十分なミネラル量を含んでいる
ため、ビタミンCを乾燥させて保持できる唯一の植物だ
からです。第２の仮説は体内にビタミンCを運ぶ手段を作

エリキシル Immunic C の服用



ることです。この手段としてはミネラルを使います。ミネラ
ル・コンテナーで、身体内回復および代謝プロセスに栄
養を与えるためにビタミンCを保持します。
Immunic C は、ベクトルCの方向性効果を与えられた
人体の緊張を維持することにより免疫システム・T細胞の
形成に力を形成するので、赤色髄の骨髄組織の補充と
強化につながります。
したがって本エリキシルは、問題へ「応答」することがで
きる結晶に起因する「スマート」なエリキシルであり、体内
でビタミンCが合成されず、多くのプロセスが調整を必要
とされる状況で重要なのです。 Immunic C は野ばらに
含まれているビタミンKも有しています。ビタミンKは骨髄
の強化および血液細胞の合成に重要な働きがあります。





エリキシル Immunic C の使用は、神経
システムに関わる問題から栄養源まで多
岐に渡ります。本エリキシルは身体の内部
障害に適応するだけでなく、長旅の後の
回復およびストレス回復にも不可欠です。
Immunic C は、私たちの体内の生化学
的プロセスを調節することを可能にしま
す。化学式の特徴によって、本エリキシル
は私たちの体の複雑な分子化合物を養
う効果の方向性の薬剤となっているので
す。多くのホルモンの合成によって、安定
した精神状態を維持するだけでなく、肉
体的な状態も維持することができます。
30歳未満の方にとって、本製品は筋肉細
胞の形成のために重要ですが、30歳過ぎ
の方にとっては骨細胞の形成のために重
要です。身体機能、代謝過程や排出過程
の調節に影響します。身体を崩壊から保
護し、総合強化剤として使われています。
胎児の免疫システムの形成のため、妊娠
中の女性にとっても重要です。
将来の栄養システムおよび錬丹術におい
て、脳の栄養のための重要な製品として
見なされています。これは臨床検査によっ
て証明されています。副腎皮質に栄養を
与え、脳と胸腺における共鳴に指示し、エ
リキシルの効果と活動を確認しています。



本エリキシルは正しく服用してく
ださい。
ビタミンの服用にあたり、単なる
身体への栄養として使用するよ
り、内分泌システムの働きの起動
剤としての使用が重要です。正し
い応答を起こす機能、システム活
動を刺激し、維持し、エリキシル
の可能性として使用することが
重要です。そうしなければ、積極
的に食事にビタミン剤を加えるこ
とになるだけで、身体内で有益
プロセスを養うか、無駄なプロセ
スおよび有害プロセスを養うこと
になります。



服用方法
本エリキシルの服用は、私たちの身体に、毎時間に異なる影
響を与えるので、１日の異なる時間に服用しなければなりま
せん。服用量をコントロールして、過剰摂取を防止することが
重要です。21歳未満の方が当薬品を服用する場合、必ず専
門家の許可を得、監督の下で服用しなければなりません。
エリキシルを飲む時間は食事を取る１時間前で、飲んだ後は
30分食事を控えなければなりません。
１週間に7回服用する方法で、1回につき1滴服用してくださ
い。
Immunic Cを服用する際、それ自体を消毒をするために、
唾液に置くことお勧めします。口の中の唾液におき、しばらく
そのままにした後に飲み込むようにしてください。ただし、3
秒以上口に入れたままにすると酸化プロセスが開始されま
すのでご注意ください。薬品を服用する前に口に唾液を溜
めておくことが良いでしょう。
1週間に3回から5回服用の際は、１回につき２～３滴服用して
ください。
1週間に１回から２回の服用の際は、１回につき３～５滴服用
してください。
身体の著しい回復が必要な際は、1週間、1日（朝から服用）
の異なる時間に5～7滴服用することをお勧めします。
エリキシルを服用した後、すぐに暖かいお茶を十分お取りく
ださい。最も理想的かつ効果的な服用時間は体が目覚めて
いない朝です。口の中に注入してから、すぐにお茶を飲むの
がお勧めです。
妊娠中の女性の場合は、1週間に2回、1日3回、1滴ずつ服用
してください。





エリキシルの生産
エッセンスは専門研究室で生産されています。エリキシ
ルの生産工程は、準備、加工、その後のいくつかのステッ
プからなっています。

•	 在衰老过程中，野蔷薇果子的选择和准备
•	 成熟過程での野ばらの果実の収集と準備
•	 自然界でのミネラル蒸留
•	 成熟蒸留
•	 乾燥蒸留
•	 蒸溜
•	 チンキと調節
•	 ミネラルの収集と準備
•	 ミネラルのエネルギークリーン
•	 結晶性ミネラルサプリメントの作成
•	 エリキシル体の栄養
•	 ビタミンC積分力のクリアランス
•	 ビタミンC幾何の胚子生育
•	 物質の定着

これらすべてのプロセスの結果、 エリキシルは液体物質
に加工され、内服薬となります。



Opus Magnum 
     (大いなる業)



エリキシル Immunic C の大いなる業と
は、すべての段階でのビタミンCの保存のこ
とです。最も困難なのは、ビタミンCを自然
的に保持している野ばらを見つける初期段
階です。
第二段階は自然蒸留を通過した実の収集
です。蒸留に使用できるのは自然蒸留を経
過した果物のみです。このプロセスは最も複
雑です。我々は自然の力を利用するため、 
自然の力への理解不足、自然の力とコンタ
クトができないことによって、他のすべての
作業を台無しにする恐れにつながります。
どの錬丹術プロセスも、原料のエネルギー
力、自然に関する真の知識なのです。これ
は常に植物のエネルギー、植物の精神との
相互作用のプロセスです。しかしそれはま
た、後で結晶の精力的な性質を持っている
ミネラルの力と結合させる必要があります。
エリキシルは生きていて強いものでなけれ
ばなりません。免疫圧力と呼ぶことができ
る、特定の圧力の一種の力を持っている液
体なのです。
エリキシル Immunic C は大いなる業によ
る賜物です。液状に変化し、製造から服用
の段階までの全ステップにおいてビタミン
Cのエネルギーの保存法を基盤とする技術
です。

Opus Magnum 
     (大いなる業)





エリキシルは錬丹術の知識に従い、現代のハイテク機能
を使用して実現した製品なのです。製品の全製造工程
は原料の収集期間を除いて1年かかります。
製品の重要な段階はビタミンの自然な防腐剤となる
結晶ミネラルウォーターの製造です。結晶ミネラルウォ
ーターは私たちの免疫システムを形作る、自然と相ま
っている宇宙の写像です。それは最初の積分フィール
ドおよび生まれる前の自然界で、大宇宙との調和を
持っています。
まず、エリキシルを服用する場合に重要となるのは、絶え
ずエネルギーを生成する特定の周波数インジケータを有
する石英方式です。つまり、エリキシルは、ミネラルエッセ
ンスを含む方式となっています。ミネラルエッセンスはエ
リキシルを体内に運び、最大限に吸収させるように働き
ます。おかげで、体がそれを完全に吸収することができる
ようになります。つまり、エリキシルは「スマート」ですが、
正しい服用方法が重要とされています。
私たちは常に自然の製品を扱っているので、製品の安
定化のプロセスが‘重要です。大いなる業であるエリクシ
ル Immunic C を扱う際の特殊性は、具体的な方向性
の課題です。
このように、結晶性エッセンス Immunic C は、ビタミンC
と呼ぶエネルギー力の保存および作成を目的とするアク
ティブ方式の製品です。





製品の作成者について
ゼ・クンとは オレグ・チャーンとして世界で名が知られた
道教の錬金術師のことです。ゼ・クンは35年以上様々な
成長システムの研究を続けており、 メイン・システムとし
て道教を取り上げています。ロシア語、英語、スペイン語、
ブルガリア語で発行された人間開発と回復のテーマに
関連した50冊の以上の本の著者です。

ゼ・クンは不老不死の道教の仙人のウ・ベイ氏からその
名を得ました。体の変化と改善に関連する外部錬金術
の知識を開発して体系化しました。 35 年以上にわたり、
黄白道（道教の錬金術の内名）を訓練して、様々な栄養
システムを研究して確認してきました。栄養に関しては、
栄養は単に満たすものではなく、成長させるべきだとい
う安定した立場に辿り着いています。

道教の医学と道教の錬金術の一部である身体の結晶化
の教えを元に、積算栄養による低い状態から更に高い
状態への本体変換に向けられる Nutri-Q Yoga という
システムを作成しました。そのシステムは、結晶栄養に基
づく破壊されていない食品による栄養制度です。

ゼ・クンは道教の錬金術の知識のすべての蓄積された
経験と、現代の技術の可能性を組み合わせることによっ
て、ユニークな人間開発のモデルを作成しました。寿命
延長と変換のさまざまな方法を研究し、食用に適した製
品に結晶を変換することを開発したパラケルススの信者
であるスイスの錬金術師との出会いのおかげで自身の
知識を実装することができました。それによってゼ・クン



は、粗悪な食品の独立性の基本的な原則とする栄養ヨ
ガが優位である高振動度栄養システムを作成することが
できました。ゼ・クンは、高振動・高分子栄養の考え方を
提示していても、自分のタスクとして人を食事から引き
離すことではなく、食品に依存しないようにすることを定
義しています。「私は Nutri-Q Yoga のシステムを改善へ
の道として考えています。特定の食品に集中している簡
単なダイエットと捉えていません」。

様々な栄養システムを経験し、高エネルギー植物および
ハーブを学び、数十種に及ぶ結晶抽出物を試験してき
たゼ・クンは、脳の栄養、強化ならびに発展が基本となる
構造的な栄養システムを作成しました。「いかなる成長・
開発においても、すべてが脳の質、強度、または最も重
要である脳の妥当性に依存しますよ」とゼ・クンは語って
います。

ゼ・クンの教説はユニークなものではありますが、彼によ
りますと、自分自身の探究や充実させることはそれぞれ
の師にかかっているそうで、そのため「栄養ヨガを自分の
日常生活の中に移植・適用させることができた」者が最
も重要であると述べています。






